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●　●

期　日　綱

目寝所

税
の
国
書
は

●
配
偶
者
特
別
控
除
に
つ
い
て

配
偶
者
特
別
控
除
の
額
は
、
配
偶
者

の
所
得
に
応
じ
て
決
定
さ
れ
ま
す
。
申

告
に
は
配
偶
者
の
所
得
が
わ
か
る
も
の

（
源
泉
徴
収
票
な
ど
）
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

●
時
　
間
　
午
前
9
時
～
職
時

㈲
火
災
や
風
水
害
、
盗
難
な
ど
の
被
害

を
受
け
た
人

午
後
1
時
～
－
時

役
場
2
膳
　
大
会
議
室

正
し
く
革
め
忙
′

今
年
も
確
定
申
告
の
時
期
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。

遠
賀
町
で
は
次
の
日
程
で
、
所
得
税
の
確
定
申
告
と
町
県

民
税
の
申
告
の
相
撲
・
受
け
付
け
を
行
い
ま
す
。

骸
当
さ
れ
る
人
は
も
れ
な
く
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

・
給
与
の
年
収
が
二
、
五
〇
〇
万
円
を

確
定
申
告
を
し
な
け
れ

ば
い
け
な
い
人

次
の
よ
う
な
人
は
、
確
定
申
告
を
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

㈲
二
年
分
の
専
業
所
得
、
不
動
産
所
得

な
ど
の
合
計
所
得
金
額
が
所
得
整
除

（
基
礎
整
除
、
配
偶
者
控
除
、
扶
養
控

除
な
ど
）
の
合
計
額
を
超
え
る
人

の
給
与
所
得
者
で
次
の
よ
う
な
人

超
え
る
人

・
二
か
所
以
上
か
ら
給
与
を
受
け
て
い

る
人
・
給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
所
得

金
額
の
合
計
が
二
〇
万
円
を
超
え
る
人

な
お
、
白
色
申
告
者
で
事
業
所
得
や

不
動
産
所
得
、
山
林
所
得
が
あ
る
人
は

確
定
申
告
香
に
収
支
内
訳
書
を
添
付
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い

ます。

確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

人
が
、
期
限
ま
で
に
申
告
し
な
か
っ
た

り
間
違
っ
た
申
告
を
し
ま
す
と
、
後
で

加
算
税
や
延
滞
税
を
納
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

昨
年
確
定
申
告
を
し
て
所
得
説
を
納

め
た
人
や
、
蒋
業
所
得
な
ど
が
あ
る
人

ま
た
、
昨
年
中
に
不
動
産
の
謹
渡
が
あ

っ
た
人
に
は
、
若
松
税
務
署
か
ら
申
告

書
が
郵
送
さ
れ
ま
す
。
申
告
の
期
日
が

町
県
民
税
の
申
告
と
異
な
り
ま
す
の

で
、
指
定
の
期
日
に
申
告
を
し
て
く
だ

さ
い
。
特
に
譲
渡
所
得
申
告
の
人
は
、

役
場
会
場
で
の
申
告
受
け
付
け
が
二
日

間
だ
け
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

2
月
2
0
日
㈱

細
目
㈱

2
2
日
㈲

2
5
日
㈲

2
6
日
的

3
月
－
日
脚

同
局

2
月
2
6
日
的

3
月
5
日
的

若
松
税
務
署
よ
り
申
告

書
の
送
付
が
あ
っ
た
人

で
、
特
に
日
時
の
指
定

が
な
い
人
は
上
記
の
い

ず
れ
か
の
日
に
申
告
を

し
て
く
だ
さ
い
。

譲
渡
所
得
の
あ
る
人

譲
渡
所
得
の
あ
る
人

⑫
宅
ロ
ー
ン
な
ど
を
利
用
し
て
マ

イ
ホ
ー
ム
を
新
築
し
た
り
、
増

申
告
す
る
と
所
得
税
が

還
付
さ
れ
る
人

給
与
所
得
者
で
確
定
申
告
を
す
る
必

要
の
な
い
人
で
も
、
次
の
よ
う
な
人
は

確
定
申
告
を
す
る
と
、
嬢
泉
徴
収
さ
れ

た
所
得
税
が
還
付
さ
れ
ま
す
。

㈲
民
間
の
金
融
機
関
や
住
宅
金
融
公
庫

な
ど
か
ら
住
宅
ロ
ー
ン
の
融
資
を
う
け

て
マ
イ
ホ
ー
ム
を
取
得
し
た
人

㈲
病
気
や
出
産
な
ど
で
多
額
の
医
療
寅

を
払
っ
た
人

改
築
な
ど
を
し
た
と
き
に
は
、
確
定
申

告
を
す
れ
ば
、
入
居
し
た
年
か
ら
六
年

間
、
住
宅
取
得
等
特
別
控
除
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
人
は
、

一
年
日
に
確
定
申
告
を
す
る
と
二
年
目

か
ら
は
年
末
調
整
で
控
除
が
受
け
ら
れ

ます。
●
控
除
額
の
計
算
は

禽
柵
n
t
Y
丹
心
e
小
心
融
群
踏
め

e
槍
耕
沌
着
（
回
書
霜
”
〇
g
種
田
）
×

一
課
＝
南
部
罰
論
韓
群
空
隙
謡
勤

最
高
二
〇
万
円
ま
で
で
す
。
（
所
得

税
額
か
ら
の
控
除
）

●
控
除
を
受
け
ら
れ
る
要
件
は

①
住
宅
取
得
後
六
か
月
以
内
に
入
居
し

引
き
続
い
て
居
住
し
て
い
る
こ
と

住
宅
の
所
有
者
が
単
身
赴
任
な
ど
で

そ
の
家
族
の
人
だ
け
が
住
ん
で
い
る
場

合
に
は
、
申
告
時
に
そ
の
旨
を
申
し
出
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ヽ

て
く
だ
さ
い
。

③
住
宅
の
床
面
積
が
四
〇
㍍
以
上
で
あ

る
こ
・
と

⑧
控
除
を
受
け
ろ
年
の
所
得
金
額
が
、

三
千
万
円
以
下
で
あ
る
こ
と

④
住
み
始
め
た
年
と
そ
の
年
の
前
後
二

年
内
に
、
居
住
用
財
産
の
譲
渡
所
得
の

特
別
控
除
や
員
換
え
（
交
換
）
な
ど
の

課
税
の
特
例
を
受
け
て
い
な
い
か
、
ま

た
は
受
け
な
い
こ
と

⑤
民
間
の
金
融
機
関
や
住
宅
金
融
公
庫

な
ど
の
住
宅
ロ
ー
ン
を
利
用
し
て
い
る

こ
と
、
建
設
業
者
な
ど
か
ら
購
入
し
た

場
合
の
債
務
を
賦
払
い
の
方
法
で
支
払

っ
て
い
る
こ
と

⑥
住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
の
返
済
期
閲
が
十

年
以
上
で
、
し
か
も
月
賦
の
よ
う
に
分

割
し
て
返
済
す
る
こ
と

⑦
中
古
住
宅
の
場
合
は
、
さ
ら
に
、
築

十
年
以
内
の
建
物
で
、
使
用
さ
れ
た
こ

と
が
あ
る
こ
と

⑧
増
改
築
な
ど
の
演
台
は
、
さ
ら
に
、

工
事
費
用
が
百
万
円
を
超
え
ろ
増
築
改

築
、
大
規
模
な
修
繕
で
あ
る
こ
と

●
必
要
な
添
付
書
類
は

①
住
民
票
の
写
し

⑧
登
記
簿
謄
本
、
請
負
契
約
書
や
売
買

契
約
蕾
な
ど
、
建
物
の
取
得
年
月
日
・

床
面
積
・
価
格
な
ど
を
示
し
た
書
類

⑨
住
宅
取
得
資
金
等
に
係
る
借
入
金
の

年
末
残
高
等
証
明
書

④
増
改
築
な
ど
の
場
合
は
、
さ
ら
に
、

建
築
確
認
通
知
書
の
写
し
、
検
査
済
証

の
写
し
、
ま
た
は
建
築
士
か
ら
交
付
を

受
け
た
増
改
築
等
工
碧
証
明
替

⑧
源
泉
票
（
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
人
）

わ
か
る
書
類

③
源
泉
票
（
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
人
）

㊥
気
や
け
が
な
ど
で
多
額
の
医
療

費
を
支
払
っ
た
場
合
、
確
定
申

告
を
す
れ
ば
医
穣
控
除
が
受
け
ら
れ
ま

す。
医
旗
費
と
は
、
診
療
や
治
療
な
ど
を

受
け
る
た
め
に
直
接
心
安
な
費
用
で
、

診
療
費
、
薬
品
代
、
入
院
費
な
ど
の
は

か
に
、
看
護
料
や
分
へ
ん
介
助
料
な
ど

も
含
ま
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
美
容
整
形
や
健
康
診
断
の

費
用
、
健
康
増
進
の
た
め
の
ビ
タ
ミ
ン

剤
な
ど
の
購
入
費
用
は
、
医
療
費
に
含

ま
れ
ま
せ
ん
。

●
控
除
額
の
計
算
は

（
A
）
か
薗
⊂
村
岡
鴻
糧
＝
～
甘
心
（
白

相
補
o
神
田
韓
岸
e
詣
諭
－
荊
溝
的

脊
柱
d
畿
d
ト
仰
ぎ
神
的
靭

（
0
0
）
一
合
日
田
持
汁
軒
小
e
博
せ
8
割

種
的
揚
e
b
車
輪
S
の
ざ
e
ノ
住
む

小
首
や
脅
一
一
両
u
e
的
勤

闇
鵡
糖
隠
語
勤
＝
（
A
）
－
（
面
）

最
高
二
百
万
円
ま
で
で
す
。
（
所
得

金
額
か
ら
の
控
除
）

●
必
要
な
添
付
書
類
は

①
支
払
っ
た
医
療
費
の
領
収
書

③
保
険
な
ど
で
補
て
ん
さ
れ
た
金
額
が

り
込
み
と
な
り
ま
す
。
金
融
機
関
名
、

預
金
の
謹
類
、
口
座
番
号
な
ど
を
確
認

し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

●
期
　
日
　
2
月
1
日
（
木
）

8
日
（
金
）

●
時
　
間
　
午
前
9
時
～
1
2
時

午
後
1
時
～
－
時

●
場
　
所
　
役
場
2
膳
　
大
会
議
室

い
ず
れ
も
離
し
く
は
、
若
松
税
務
署

へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

℡

（

1

6

1

）

2

5

3

6

⑬
災
や
風
水
害
な
ど
の
災
害
や
盗

難
な
ど
で
、
住
宅
や
家
財
に
鎖

書
を
受
け
た
り
、
や
む
を
え
な
い
支
出

を
し
た
場
合
に
は
、
雑
損
控
除
が
受
け

ら
れ
ま
す
。

●
控
除
額
の
計
算
は

（
＞
）
鵜
調
輔
－
割
馨
的
韓
〇
一
〇
さ

（
回
）
整
調
鍋
e
u
伽
絵
動
因
轍
が

E
e
抄
韓
－
馴
割
田

謀
議
膳
諦
＝
（
A
）
首
（
0
0
）
9
一
一
ヰ

ざ
普
ゆ
一
一
両
u
S
的
遍

（
所
得
金
額
か
ら
の
控
除
）

●
必
要
な
添
付
書
類
は

⑧
被
害
額
を
示
し
た
、
消
防
署
、
警
察

署
な
ど
の
証
明
書

⑧
保
険
な
ど
で
補
て
ん
さ
れ
た
金
額
が

わ
か
る
書
類

⑨
源
泉
票
（
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
人
）

還
付
金
の
受
け
取
り
方

還
付
金
は
、
金
額
の
多
少
に
か
か
わ

ら
ず
本
人
名
俵
の
金
融
機
関
口
座
へ
振

町
県
民
税
の
申
告

町
県
民
税
の
申
告
が
必
要
と
思
わ
れ

る
人
に
は
、
郵
便
で
「
申
告
に
つ
い
て

の
通
知
」
を
お
送
り
し
ま
す
。
通
知
蕾

に
書
か
れ
て
い
る
必
要
書
類
な
ど
を
整

理
し
て
、
通
知
書
と
い
っ
し
ょ
に
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
通
知
書
が
届
い
て
い
な
い
人

で
も
平
成
二
年
中
に
収
入
の
あ
っ
た
人

は
、
居
住
さ
れ
て
い
る
区
の
申
告
日
に

申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
所
得
税
の
確
定
申
告
を
さ
れ

た
人
は
、
町
県
民
税
の
申
告
の
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

●
配
偶
者
特
別
控
除
に
つ
い
て

配
偶
者
特
別
控
除
の
額
は
、
配
偶
者

の
所
得
に
応
じ
て
決
定
さ
れ
ま
す
。
申

告
に
は
配
偶
者
の
所
得
が
わ
か
る
も
の

（
源
泉
徴
収
票
な
ど
）
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

●
時
　
間

●
場
　
所

●
日
　
程

期

　

日

2
月
1
8
日
㈱

1
9
日
的

2
0
日
的

2
1
日
㈱

2
2
日
㈲

2
5
日
㈲

2
6
日
的

2
7
日
㈱

2
8
日
㈱

3
月
1
日
㈹

－日脚
5
日
的

6
日
㈱

1
日
㈱

8
日
㈲

午
前
9
時
～
1
2
時

午
後
1
時
～
－
時

役
場
2
暗
大
会
議
室

新
町
、
中
央

若
松
、
東
和
売

木
守
、
旧
停

遠
賀
川

松
ノ
本
、
芙
蓉

尾
崎
、
田
園

若
葉
台
、
東
町
、
西
町

島
津
、
広
漠
、
通
宮

上
別
府
、
浅
木

見
津
、
今
古
賀

別
府
、
千
代
丸

虫
生
津
、
老
良

指
定
日
に
こ
れ
な
か

っ
た
人

お
問
い
合
わ
せ
は
役
場
税
務
螺
へ

℡

（

2

9

3

）

1

2

3

4



2月

本町では、行政事務の改善を図

り、よりよい住民サービスの向上

をめざして2月から電子計算機を

導入し、行政事務の基本となる住

民基本台帳の事務処理を開始しま

す。

これにより、住民票の写しの発

行、住民異動届などの事務が、コ

ンピューター化され、住民サービ

スの向上と事務の効率化が図られ

ます。

（㌃

で今　　な　　変よ　月　け「が　　テか　ス化 

諺
e
O
聞
惑

「
私
の
家
庭
介
簾
の
経
験
」
を

テ
ー
マ
に
福
祉
論
文
を

真
築
し
ま
す
。

（
財
）
福
岡
県
地
域
福
祉
振
興
基
金
で

は
昭
和
0
0
年
度
か
ら
毎
年
、
地
域
福
祉

に
関
す
る
論
文
を
募
集
し
、
公
表
す
る

こ
と
に
よ
り
県
民
の
関
心
を
高
め
、
心

豊
か
な
福
岡
県
づ
く
り
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
本
年
度
も
皆
さ
ん
か
ら
の
多
数

の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
テ
ー
マ
）
在
宅
福
祉
－
「
私
の
家
庭

介
護
の
経
験
か
ら
」
●
応
募
資
格
）
県

内
在
住
・
在
勤
者
●
応
募
方
法
）
四
百

字
詰
原
稿
用
紙
8
枚
～
1
0
枚
、
冒
頭
に

テ
ー
マ
、
末
尾
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢

・
職
業
・
連
絡
先
を
明
記
し
て
く
だ
さ

い
●
締
め
切
り
）
2
月
9
日
（
土
）
当

日
消
印
有
効
●
賞
金
）
特
選
1
0
万
円
、

入
選
5
万
円
、
佳
作
2
万
円
●
応
薦
・

問
い
合
わ
せ
先
）
〒
8
1
2
福
岡
市
博
多
区

千
代
1
丁
目
2
－
2
福
岡
県
東
公
園
会

館
内
（
財
）
福
岡
県
地
域
福
祉
振
興
基

金
「
論
文
募
集
係
」
℡
0
9
2
（
6
5

1

）

0

2

9

4

2
月
6
日
（
水
）

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
）
遠
賀
郡

消
防
本
部
予
防
課
予
防
係
℡
2
9
3

－
　
1
2
3
1

平
鹿
2
年
度
第
3
回
の

危
険
物
取
扱
者
試
験

●
試
験
日
）
平
成
3
年
3
月
1
0
日
（
日
）

●
試
験
種
類
）
乙
種
第
4
類

●
試
験
会
揚
）
北
九
州
大
学

●
願
書
受
付
場
所
と
受
付
期
間
）
遠
賀

郡
消
防
本
部
・
1
月
1
6
日
（
水
）
～

社
会
で
役
立
つ
技
術
者
を

育
て
ま
す
。

県
立
福
岡
高
等
技
術
専
門
校
で
は
、

次
の
と
お
り
平
成
3
年
度
の
生
徒
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

▼
高
卒
以
上
コ
ー
ス
（
1
年
間
）

（
高
卒
以
上
0
0
歳
末
満
の
人
を
対
象
）

・
空
調
シ
ス
テ
ム
科
、
印
刷
デ
ザ
イ

ン
科
、
電
子
計
算
機
科
、
電
気
設
備

科
▼
高
卒
以
上
コ
ー
ス
（
2
年
間
）

（
高
卒
以
上
5
0
哉
未
満
の
人
を
対
象
）

・
自
動
車
工
学
科

▼
中
卒
以
上
コ
ー
ス
（
1
年
間
）

・
総
合
建
築
科

▼
一
触
求
職
者
コ
ー
ス
（
6
カ
月
～
1

年
間
）
・
総
合
建
築
科
、
O
A
ビ
ジ

ネ
ス
科
、
O
A
経
理
科

▼
モ
ジ
ュ
ー
ル
〔
単
位
制
〕
訓
練
（
6

カ
月
）
・
溶
接
科
、
被
服
デ
ザ
イ
ン

科
●
要
請
料
）
無
料

●
募
集
期
間
）
平
成
3
年
2
月
2
日
ま

で
（
総
合
建
築
科
は
、
新
卒
の
み
2

月
8
日
ま
で
）

●
問
い
合
わ
せ
先
）
福
岡
県
立
福
岡
高

等
技
術
専
門
校
℡
0
9
2
（
6
8
1
）

0

2

6

1
お
馳
㊧
憧

ご
存
じ
で
す
か
。
自
動
車

事
故
被
害
者
に
国
が
さ
し

の
べ
る
織
機
の
手

自
動
車
事
故
対
策
セ
ン
タ
ー
は
、
昭

和
倣
年
輪
月
に
設
立
し
た
運
輸
省
所
管

の
政
府
出
資
法
人
で
自
動
車
に
よ
る
被

害
者
と
家
族
に
次
の
援
護
業
務
を
行
っ

て
い
ま
す
。

▼
「
交
通
遺
児
等
育
成
資
金
の
無
利
子

貸
付
け
」

●
対
象
者
）
自
動
車
寧
故
に
よ
り
死
亡



第2種町営住宅
入居者募集〝

●場　　所　遠賀町大字虫生津西町

●暮集戸叡∴第2種（2K）1戸（先着順）

昭和44年建築1棟2戸建（浴槽は個人で設置）

●家　　賃　月額3．200円

●敷　　金　　　9，600円（家賃の3か月分）

●入居資格　収入基準表参照のこと

●申込締切1月28日（月）から2月15日栓）まで以後随時受付

●申し込み、問い合わせは　遠賀町役場総務課管財係まで

℡（293）1234

※なお希望者の方には随時、現地案内をいたします。

（本妻は収入を得ている人が一人の椙合です）

‡；粟 �1　人 �2　人 �3　人 �4　人 

第2種 �2．424，000 �2．896，000 　円未満 �3，360，000 �3．772，000 
円未満 ��円宋潰 �円未満 

●受付期間1月28日（月）～

●受付場所　役場福祉係窓口

●申請方法　窓口に用慧しています交付申請書に

必要事項を添えて掠出してください（印かん持

参）
●注慧事項

⑧戦傷病者手帳の交付を受けた後乗車券引換証の

請求までの閲に次の事項が生じた人は手帳と変

更届に次の書類を添えて提出してください。
・氏名を変更した場合…声籍抄本

・住所を変更した場合…住民票

・恩給の新裁定を受けた場合・・・恩給証書ま

たは保管証の写し
・身体障害者手帳を新たに受けた場合…手帳の

写し

③症状の程度が第3項症と第4項症に該当する人
は、引換証の甲6シートか乙輪シートのいずれ

かを選択してください。

●問い合わせ先　役場福祉係℡（293）職34

÷ �所在地l �l実棚 �受付時間 平日 
西日本産業衛生会 ��3年2月13日㈱ 

大門1－6－12 �－2月28日休〉 � 

〔日曜日を除く〕 �土曜 

楯岡 �福岡市中央区大名 �3年2月13日㈱ �平日 

2丁目4－7 �－2月28日㈱ � 

〔日曜日を除く〕 �土路 

ヽ

ま
た
は
重
度
の
後
遺
障
害
が
残
っ
た
人

の
子
弟
で
一
定
の
要
件
に
合
致
す
る
人

●
貸
付
金
額
）
一
時
金
…
1
3
8
、
0

0
0
円
、
貸
付
け
期
間
中
の
月
額
…
1

7
、
0
0
0
円
、
入
学
支
度
金
…
3
8

0
0
0
円
●
貨
付
期
間
）
貸
付
け
決
定

時
か
ら
中
学
を
卒
業
す
る
ま
で
●
利

子
）
無
利
子
●
返
済
方
法
）
貸
付
け
修

了
後
6
カ
月
を
経
過
し
た
後
幼
年
の
均

等
分
割
返
還
（
高
校
・
大
学
へ
進
学
の

と
き
は
卒
業
ま
で
猶
予
）

▼
重
度
後
遺
障
害
者
に
対
す
る
「
介
瞳

料
の
支
給
」

●
対
親
書
）
自
動
車
事
故
で
脳
損
傷
・

脊
髄
損
傷
を
生
じ
た
人
で
一
定
の
基
準

に
合
致
す
る
人
●
支
給
顕
）
入
院
は
一

日
に
つ
き
4
、
0
0
0
円
、
自
宅
は
一

目
に
つ
き
2
、
0
0
0
円

▼
問
い
合
わ
せ
先
）
自
動
車
事
故
対
策

セ
ン
タ
ー
福
岡
主
管
支
所
業
務
課

℡

0

9

2

（

4

5

1

）

1

1

5

1

地
域
雑
用
開
発
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
制
度
は
事
業
所
の
味

方
で
す
。

福
岡
県
地
域
雇
用
開
発
協
議
会
で
は

事
業
活
動
の
あ
い
路
と
な
り
が
ち
な
①

製
品
開
発
⑧
販
路
開
拓
③
財
務
④
法
務

⑤
人
材
育
成
な
ど
の
各
分
野
の
専
門
家

を
「
地
域
雇
用
開
発
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」

と
し
て
委
嘱
し
、
こ
れ
ら
の
問
題
を
抱

え
る
事
業
所
な
ど
に
相
談
・
指
導
・
援

助
を
行
う
「
地
域
雇
用
開
発
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
制
度
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

相
談
過
程
で
知
り
得
た
秘
密
は
厳
守

し
、
相
談
・
指
導
に
係
る
費
用
は
協
議

会
で
負
担
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先
）
〒
8
1
2
福
岡
市
博
多

区
東
公
園
7
－
7
　
労
働
部
職
業
安
定

課
内
　
福
岡
県
地
域
雇
用
開
発
協
議
会

地
域
雇
用
開
発
相
談
室
℡
0
9
2
（
6

5

1

）

1

1

1

1

ス
ポ
ー
ツ
教
室

ソ
フ
ト
・
ミ
一
一
・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

に
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

心
身
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
の
た
め
に
も

御
近
所
の
方
、
お
き
そ
い
の
上
、
気
軽

に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て

ます。
●
期
　
日
2
月
6
日
（
水
）
1
3
日
（
水
）

2
0
日
（
水
）
紳
目
（
水
）

（
都
合
の
良
い
日
、
一
目
で
も
結
構

です。）

●
時
　
間
　
1
9
時
0
0
分
～
2
1
時
0
0
分

●
場
　
所
町
民
体
育
館
（
遠
賀
中
学
校
の
哀
）

●
参
加
料
　
無
料

運
動
の
で
き
ろ
服
装
で
屋
内
用
シ
ュ

ー
ズ
を
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

遠
賀
コ
ミ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
内

ゴ
ム
チ
ュ
ー
ブ
製
の
ポ
ー
ル
で
軽
く

て
柔
ら
か
い
た
め
、
だ
れ
に
で
も
安
全

体
育
振
興
係℡
2

9

3

－

6

5

2

5

原
子
爆
撃
被
爆
者
－
一

世
を
対
象
に
無
料
健

康
診
断
を
行
い
ま
す
。

厚
生
省
で
は
、
㈱
日
本
公
衆
衛
生

協
会
に
委
託
し
て
、
原
爆
被
燥
者
二

世
の
無
料
健
康
診
断
を
行
い
ま
す
。

受
診
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
最
寄
り

の
実
施
機
関
の
窓
口
に
そ
の
旨
を
申

し
出
て
検
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

●
対
象
者
）
原
子
爆
弾
被
膜
者
二
世

で
受
診
を
希
望
す
る
人

●
受
診
料
）
無
料

●
問
い
合
わ
せ
先
）
福
岡
県
保
健
環

境
部
健
康
増
進
課
老
人
保
健
係

℡

0

9

2

－

6

2

2

－

0

7

1

6



●成人予防週間（2月1日～7日）

かかってからより
かかる前に病気を正しく知ろう。

醜悪
務擢
わ、る　　を

′接地の所在地

京都都豊津町大字上

原字上川原1297－1

′改葬理由

地域改善対策事業と

して墓地移転及び納

骨堂新築工事のため

′届出先

皇津町役場

国保衛生課

o O93（033）3111

′届出期限

2月4日（月）まで

人）ぅ㌔
平成2年12月末日現在
●世帯数……‥i…5．103

●人　口………‥・17．355

●男8．鑓0　●女9．125

●転入117　●転出　36

●出生12　●死亡　9

発行　福岡県適賀郡遠賀町大字今古賀513遠賀町役場企画課（℡093－293－1234）　印刷冷牟田印刷合資会社

乳
　
児
　
相
　
談

▼
生
後
3
ケ
月
～
6
ケ
月
児
対
象

●
期
　
日
　
2
月
5
日
（
火
）

●
時
　
間
　
9
時
0
0
分
～
1
0
時
0
0
分

●
場
　
所
　
中
央
公
民
館
　
和
室

●
持
参
晶
　
母
子
手
蝦
、
バ
ス
タ
オ
ル

●
内
　
容
　
体
重
・
身
長
測
定
、

離
乳
食
指
導
と
試
食

●
料
　
金
　
無
料

●
そ
の
他
　
4
カ
月
児
の
乳
児
は
小
児

ガ
ン
の
検
査
セ
ッ
ト
を
配

布
し
ま
す
。

▼
生
後
1
ケ
月
－
1
2
ケ
月
児
対
象

●
期
　
日
　
2
月
1
3
日
（
水
）

●
時
　
間
　
9
時
5
0
分
～
m
時
5
0
分

●
場
　
所
　
中
央
公
民
館
　
和
室

●
持
参
晶
　
母
子
手
帳
、
バ
ス
タ
オ
ル

●
内
　
容
　
体
重
・
身
長
測
定

●
料
　
金
　
無
料

役
場
保
健
衛
生
係
窓
口
、

屯
話
に
よ
る
申
込
み
も
可

℡

2

9

3

－

1

2

3

4

吉
男
ン
・
乳
ガ
ン
検
珍
も
窒
）

●
目
　
時

●
定
　
員

●
料
　
金

●
申
込
期
間

2
月
飾
日
（
火
）

受
付
　
9
時
～
9
時
0
0
分

検
診
∴
m
時
～

子
宮
ガ
ン
　
脚
人

乳
ガ
ン
　
　
5
0
人

1
つ
の
検
診
に
つ
き
馴
円

（
当
日
徴
収
）

2
月
1
日
か
ら
受
け
付

け
を
行
い
ま
す
。
定
貝

に
な
り
次
第
締
め
切
り

ます。

岡
垣
浄
化
セ
ン
タ
ー
で
働
い

て
み
ま
せ
ん
か
。
職
員
募
集
中

●
真
東
人
員
　
　
　
4
名

●
鈴
　
与
　
　
　
当
社
規
定
に
よ
る

各
硬
保
険
、
退
職

金
制
度
有
り

賞
与
年
2
回

●
締
　
切
　
　
　
　
2
月
0
0
臼
ま
で

●
申
込
方
法
　
　
　
左
記
の
所
へ
履
歴

書
を
1
通
郵
送
し

て
く
だ
さ
い
。
追

っ
て
面
接
日
を
通

知
し
ま
す
。

●
そ
の
他
　
　
　
　
年
齢
制
限
な
し

●
送
付
先
・
問
い
合
わ
せ
先

遠
賀
郡
芦
屋
町
粟
屋
1
4
4
8

㈲
浄
水
管
理

℡

2

2

3

～1
3

5

0

日田四四日0日田園日田
日
本
は
、
い
ま
や
世
界
有
数
の
長
寿
国

と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、

が
ん
、
心
臓
病
、
脳
卒
中
な
ど
の
い
わ
ゆ

る
成
人
病
で
亡
く
な
る
人
が
年
々
増
え
て

い
ま
す
。
昭
和
六
十
一
二
年
の
「
人
口
動
態

統
計
」
　
（
厚
生
省
）
に
よ
る
と
、

全
死
亡
者
の
約
六
二
％
、
つ
ま
り

百
人
の
う
ち
約
六
十
二
人
が
成
人

病
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
家
庭

で
は
一
家
の
柱
、
職
場
で
は
働

き
盛
り
の
年
齢
層
を
襲
う
と
こ
ろ

に
成
人
病
の
怖
さ
が
あ
り
ま
す
。

壮
年
期
（
四
十
～
六
十
四
歳
）
に

病
気
で
亡
く
な
っ
た
人
の
三
大
成

人
病
の
割
合
を
み
ま
す
と
、
が
ん

が
四
〇
・
八
％
、
心
臓
病
が
一
四

％
、
脳
卒
中
が
一
一
・
六
％
と
、

特
に
が
ん
に
よ
る
死
亡
者
の
多
い

の
が
特
徴
で
す
。

ど
に
よ
る
早
期
発
見
・
早
期
治
療
と
い
う
、

い
わ
ゆ
る
「
二
次
予
防
」
が
最
も
有
力
な
手

段
と
な
り
ま
す
。

脳
卒
中
や
心
臓
病
に
な
ら
な
い
た
め
に

は
、
高
血
圧
や
動
脈
硬
化
を
防
ぐ
こ
と
が
大

切
で
す
。
こ
れ
ら
は
、
日
ご
ろ
の
生
活

を
変
え
ろ
こ
と
に
よ
っ
て
予
防
が
で
き

ま
す
。
例
え
ば
、
肥
満
を
防
ぎ
減
塩
や

栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
な
ど
、
食
生

活
の
改
善
に
努
め
る
こ
と
で
す
。
さ
ら

に
、
適
当
な
連
動
を
日
常
生
活
の
中
に

取
り
入
れ
て
い
く
よ
う
、
心
が
け
ま
し

自
分
の
健
康
状
態
を

い
つ
も
つ
か
ん
で
お
く
。

脳
卒
中
や
心
臓
病
な
ど
の
循
環
器
系

の
病
気
は
、
一
度
か
か
る
と
治
り
に
く

い
も
の
で
す
が
、
日
常
の
食
弾
や
運
動

三
次
予
防
」
が
最
も
有
力
な
手
段

が
ん
を
制
圧
す
る
た
め
に
は
、
が
ん
の

発
生
を
防
ぐ
「
一
次
予
防
」
が
重
要
で
あ

る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
が
ん
の
発
生
原
因
が
い
ま
だ
十
分

解
明
さ
れ
て
い
な
い
現
在
、
集
団
検
診
な

な
ど
に
気
を
つ
け
る
こ
と
で
か
な
り
予
防
で

き
ま
す
。
か
か
っ
て
か
ら
よ
り
も
、
か
か
る

前
に
病
気
を
正
し
く
知
っ
て
予
防
に
努
め
ま

し
ょ
う
。
ふ
だ
ん
健
康
に
自
信
を
お
も
ら
の
あ
な
た

も
、
こ
の
機
会
に
健
康
診
断
を
受
け
自
分
の

健
康
状
態
を
い
つ
も
つ
か
ん
で
お
く
　
－
　
こ

れ
が
成
人
病
予
防
の
第
一
歩
で
す
。


